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ジンカの町並みを見下ろす丘の上に南オモ研究センター ・ ~Ij物航(路材、 S0 R C : South Omo I~cscarch 

Ccntcr/¥ luscum) はある。 4 年ほどlÌÍiから使われなくなった飛行場の汁tAミ路が， IIrrの中心まで達している。 その

先に延びた道を10分ほど歩いて とると， SORCの庭にたどりつく 。

およそ10午前， SORCは，アジスアベパ大学エチオピア研究所(11ミS)の付属施設として，南部諸民族外11y.~

オモ以ジンカ市に設世された。

H 

受けてi迎2選i，五日日此~.七"評i司1干~J.議器会のメンバ一にドイ ツからマツクスプラン夕イ研v肝j庁F究所のキギ，ユンタ一 . シユ レ一h昨F士が， 1 1 本か

らは私が力"わり ， 2009年 1 月 SORCは新しい時代を迎えることになった。

IHオモ地域でフィールドワークをおこなう研究者にとってSORCは， ;JJt.j子tのìj帥iiiや情報交換，ゲストハウ

スでの術的や休息などを気経におこなえるフィールドステーションの役ílfllを巣たすようになった。 IJt.，設され

る同物館には，南オモに悲らす人びとの物質文化が展示されており ， 文献や映像資料も備えている。 諸外II~

からの観光客で賑わうだけでなく，地正の学生や市民が週末に訪れる思いの場としても機能している。

現在SORCには， 16人のエチオピア人スタッフとともに， 2 人の外|司人，ソフィアさん (Sophia Thubauvillc, 

19\マ ッ クスフランク研究所)と久IFI伝一郎さん ();njj\大学)が常駐していて$(IJやかに研究者の便宜をはかつてくれ

ている。 南オモ方面に行かれる方は是非とも立ち寄って，利用していただきたい。 大歓迎されるだろう。

H年代は遡って， このSORCのできるずっと前の1 970fl三代初め，ジンカに怖物館を開設する日l'jiIjjがあった

ことを知る人は少ないだろう。 ジンカがリI~庁だった当時のガモ ・ ゴファ州ハメル ・ パコ県の知事に依頼され

た~& tú';)i:)隣接先生( ;1l ult-束J; (外l呼応大yアジア ・ アフリカ rL!日文化研究所lめ下)が， その博物館柿想を起案したとい

う。先生からはエチオピアで何度かその，~íliをうかがったが， 残念ながら ，1 1・岡告の実物を見せてホらう lì討に ìJ1f
かれてしまった。資料をとても大事にされる侃;1 1二先生のことだから ， きっとどこかに残しておられるのでは

なし、かと思う 。

~在のSORCの建設場所を丘の上に決めたのは，アジスアベパJJY:のゲプ.レ ・ インティソ博士と私である。

当時福井先生に報告したら， よい場所だと言ってもらった記憶がある。 このSORCのある丘に，今年度， n 
本政府外務行の草の根文化無償資金による支援をうけて， rlî民II'Jけ岡JF館を含む研究棟が新たに土U;設される

子定である。

近傍の村人たちがシャベルや鍬をもって数百人も集まり， 11年にはジンカ市長も参加して，毎週土H仮"の';91

611年頃から建設予定地の3在地作業をしてくれている。 ジンカに初めてできる公共図書館への期待がJI;'，:j\" こ 1:百

いことを目の当たりにして，むしろ今後のSORC運営への点任のîT(さをl\!.~ じずにはいられない。

エチオピアに来た人たちは， 研究者や実践者によらず，報道，貿易，誌術， 外交などさまざまな分日Ifで|品l

わりをもった人たちは，必ずこの地を再訪するという 。 アフリカのノlくを飲んだ、人はアフリカに戻ってくる ，

という i習が， エチオピアでも実際に強く作川しているようだ。 地域への|品lわりを強く感じてこのj也に民って

くる人たちだけでなく， 一度だけ訪れた人たちも不思議なことにエチオピアへの関心を長く維持している。

例えば 1詳なる親睦団体の域を超えてエチオピアへの1立11政ffï即JをJ必IJ甘されている社団法人エチオピア協会の

イIイEはその1m: しであろう 。

翻って ， rnJじようにエチオヒアとその}，'il辺地域に凶心をもっ人びとが集う1"1 本ナイノレ ・ エチオピア'下会の

役'，1111は，今後どのように展開していけばよいのだろうか。 これから新たにエチオピアと関わろうとする人た

ちをどのように私たちの学会は迎えることができるのだろうか。 地域社会と長く深い|剥わりを維持してきた

研究右-や実践者が中心となって， 今いちど改めて問い直してみるHキJUIにさしかかっていると思われる。

ジンプJの丘の上に草の級文化無償資金援助によって生まれる ili物は，これまで南オモ地峡で研究と実践を

おこなってきた私たちの，新たなI~Iわりのはじまりと位世づけている。 ご辿族の許しが得られれば，その辿

物のホールに師~I二先生にちなんだ弘前をつけようと考えている。

〈しげだ ・ まさよし/京都大学 ・ 日本ナイル ・ エチオピ7フ学会副会長〉


